












 

ハイリスク産院建設のために 

 救急医療については国とか自治体の公的医療機関が拠理すべきであるとの気

運がたかまりつつあるが,医療という公共的ならびに学問的なものと医業とい

うある程度私的そして経営的なものとの不調和が根底に存在し,現行の医療制

度ともからんで病院と診療所との連携がスムーズに行われていないようである。

しかし地域医療サービス向上から考えたとき医師自身の意識構造の改革と医療

経済的に機能を分担し,その地域の大学,医師会,病院が地域住民と接触しなが

らコミュニケーションをよくしシステムに載せることが医療の基本であると考

える。 


